
77 回生球技大会 

 

76 回生が修学旅行に行っている間、77 回生は 2 日間、球技大会を行いました。 

そこで、今回はその様子をご紹介します。 

 

○特色生にインタビュー！？ 

この球技大会を企画・運営したのは特色生です。 

では、特色生がこの行事ととどのように関わってきたのでしょうか？ 

今回は実際に特色生にインタビューをさせてもらったので、その内容をご紹介します。 

（以下、インタビュアーを「イ」、特色生を「特」とします） 

 

イ：特色生が 1 から作り上げたと聞いたのですが、具体的には何をいつくらい

から決めたのですか 

特：わたしたち特色生は、球技大会の 7 ヶ月前から動き出しました。 

ゲームの決め方やルールはもちろん、タイムスケジュールやコートの大きさ、場

所などほとんど 1 から特色生で考えました。 

 

イ：何を意識しながら企画を進めましたか 

特：とにかく、みんなが楽しめるような球技大会にすることを意識しました。約



300 人のうち、299 人が楽しめたとしても 1 人が楽しめてなかったら成功したと

は言えないので、できる限り一人一人が楽しめるような企画にしました。 

 

イ：最後に、球技大会を終えての感想をお願いします。 

特：当日は、どれだけ考えても予想外の出来事の連続で、焦ってしまうこともあ

りましたが、無事に終えることができてよかったです！今回学んだことを、これ

からの活動に活かせていきたいと思います！ 

 

イ：ありがとうございました。特色生のおかげでこんなに楽しい球技大会を実行

することができたんですね！今後もよろしくお願いします！ 

 

 

 

球技大会当日の様子 

 

○1 日目 

ハンドボール、ドッジボール、バレーボールの 3 種目から各自好きなのを 2 種目選びクラ

ス対抗で戦いました！ 



好きな種目を選べたということもあり、みんな真剣勝負で白熱した戦いがくりひろげられ

ました       

 

○2 日目 

学校史上初、「逃走中」を行いました！ 

この「逃走中」、普通の「逃走中」とは少し違い、校庭内にばらまかれている問題のカ

ードを見つけ、それに正解すれば、牢屋にいる仲間を助けることができるという、市西

らしいアレンジを加えました。 

また、ハンターは🕶サングラス🕶をかけ、本格的な「逃走中」が行われました。 

途中、サプライズで、ハンターに先生を導入したりと、大盛り上がりを見せました。 


